
ホスピス学校　校長　 内藤 いづみ

中村　桂子

「生命誌」とは…
人間も含めてのさまざまな生きものたちの「生きている」様子を
みつめ、そこから「どう生きるか」をさがす新しい知です。　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　（JT 生命誌研究館ホームページより一部抜粋）
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第10 回ホスピス学校　予約申し込み FAX 番号　055-252-4811

38 億年のいのちの繋がり、あらゆる生きものとの関係が織り込まれた“生命誌”　。

その研究者である中村桂子先生のお話を伺います。「ものみな一つの細胞から」という

深くて大きな視野を持つ中村桂子先生の科学に触れたとき、私たちの心には、それぞ

れの「いのちの意味」「生きる意味」が浮かび上がってくるかもしれません。

いのちの本質は未来へとつながっていく…。生きていく勇気をいただけると思います。

ホスピス学校 10 回目の記念講演会です。どうぞご参加ください。

東京生まれ。JT 生命誌研究館館長。理学博士。東京大学理学部化
学科卒。日本を代表する生命誌研究者。三菱化成生命科学研究所、
早稲田大学人間科学部教授などを歴任。JT 生命誌研究館副館長を
経て、2002 年から同館館長。主著に「自己創出する生命」「生命
科学から生命誌へ」「科学者が人間であること」「いのち愛づる姫」
ほか多数。

山梨県市川三郷町生まれ。ふじ内科クリニック院長。在宅ホスピス医。
福島県立医大卒。東京女子医大内科等に勤務。英国でのホスピス研修
を経て、1995 年に甲府市にふじ内科クリニックを開業。山梨県青少
年協会理事長。やまなし大使。大正大学客員教授。ホスピス・在宅ケ
アやまなし代表。著書に「あした野原に出てみよう」「幸せの 13粒」
「いい医者いい患者いい老後～いのちを見つめる二人旅～」「いのちの
不思議な物語」ほか多数。

最寄りの JR 韮崎駅からは、約 2.5Km。駅前から車で約10 分（タクシーでは片道 約1000 円）　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　東京エレクトロン韮崎文化ホール　山梨県韮崎市藤井町坂井２０５番地


